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スパイラル方式の算数 ･数学教育カリキュラムに関する一考察

分数放念形成におけるスパイラル方式の課題

鯛 東洋郎1 高橋敏雄2

研究の窄約

知識基姓社会化､グローバル化に対応して､確かな学力の形成を目指して学習

指導要領の改訂が行われた｡算数 ･数学の標咋指導時数が増やされ､スパイラ

ル方式が復活し､スパイラル方式の罪数 ･数学のカリキュラムに改訂された｡

分数放念の形成において､スパイラル方式で第2学年から分数の導入指噂が始

まる.スパイラル方式は一般的には望ましいと思われるが､分割分数､lti･とし

ての分数､数としての分数として逐次内面化する必要があるが､その過程は簡

単ではない｡そこで､喫緊の課膚について考察する.

KeylVOrds:カリキュラム､スハイラル､分割分数､免分数､教としての分数

1 ｢ゆとり｣か ｢学力｣かの学力論争

学習指導要領の改訂の度に,rゆとy)Jか｢学

力｣かの論争が繰り返されてきた｡昭和26

年の学習指導要領の r生活単元学習Jではゆ

とり重視の教育が行われた ゆとり重視の｢生

活単元｣露晩の算数 ･数学教育は､通い回る

教育と批判された｡

昭和33年の改訂の｢経験主義教育｣では､

葬数 ･数学の基礎 ･基本を重視する教育に改

訂された｡基礎 ･基本を重視する算数 ･教学

敏育も,ソビエ トが入鹿史上初めての人JI衛

星の打ち上げに成功すると､｢スブー トニック

ショック｣から昇数 ･数学教育の現代化が叫

ばれるようになった.

日本もその影響を受けて､El尉rl43年の改

訂では ｢算数 ･教育の現代化が図られ,職後

で最も r学力｣を重視した第数 ･数学教育-

と方向転換された｡現代的な第数 ,数学の内

容として r集合｣｢トポロジー｣等が取りとげ

られるなど､葬数 ･数学の専門性を重視する

教育が行われるようになった.,ところが､急

激な別代化重視の算数 ･数学教育を推進した

ため､抽象度の高い散見や図形の放念･原理

や論理を理解することができないで ｢つまず

き｣を起こしている子どもが多いことがクロ

-ズアップされ社会間魅となったや

昭和52年の改訂では急激な現代化を反省

して､基礎 ･基本を蚤視する事故 ･数学教5'

に逆戻りした｡

平成元年の改訂では､円本経済の高度成長

に作い､変動の激しい21世紀の社会を主体

的に対応するため､｢新学ノノ観｣として ｢生き

る力｣が初めて登場した｡中央教育審議会答

申 (1997)では､｢生きる力｣とは

｢自分で柵 を見付け､自ら学び､自ら考

え､主体的に判断し､行動し､よりよく間

鹿解決する資質 ･能力J

と定義されている｡

平成 10年の郎 丁では､学校における ｢いじ

め｣｢不登校｣など､生徒棉導上の間助が祉会

帆鴎化し､学校教育の完全過5日制-の切り

替えもあって､｢ゆとり教育｣-と改言1された,

このゆとり教育では､算数 ･数学の標準指導

時数が従前よりも14%､指導内容は3(雅縮減

と大幅に削減された｡指導内容の割に指導時

数の縮減率が低いのは､ゆとり教育を推進す

るためという理巾であったが､坪由になって

いないと思った｡それは､敬鼠や図形に関す

る慌鮭的･体験的括軌重視の｢算数的活動｣r数
学的活動｣を屋視する方針が出されたo

1 岡山大学大学院教育学研究科 2 中国学園大草子ども学科
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算数的活動や数学的精勤のある授業を実施

するためには､情動する時制を確保する必要

があるので､f弼 内容のよ->)に 3蝋縮減とは

ならないという考えがあったO

指導内容 3(瑞縮減は､学ノ｣低下を危慎する

大きな波紋を拝み出した｡西村和雄等が ｢分

数のできない大学生｣をLu版 し､平成 13年の

教育課程実施状況調鹿では､鉢敬 ･数学の学

力の低下傾向が数値的にも明確になっプ㌔ そ

のため､Jk部科学省はrゆとり教育lの学習指

導零細の完全実施O-)直前に ｢2002年アピール､

学びのすすめ｣を･/-l=し､少人数指導や放課後

学習を推奨 したOこれを機に､学力論争が過

熱化し､TtMSS調査や PISA調査といった各種

アセスメントの結果に注目が張まり､許数 ･

数学へのW･L､･意欲の低下から刈谷剛彦等が

r坪数教育の危機｣を唱えた｡

TT7成 20年告示の学習指事盛観では､変動す

る知識甚盤社会化､グローバル化に主体的に

対応するため､恕考JJ･判断力 ･表現力を育

成することが塵要であり､その基盤となる盛

礎的 .基本的な知識 ･抜穂の都 軌乃時間数の

不足や学び直しの必酬 三が指摘された｡そし

て､理数教育の充実の観点から､横軸 特

赦が増やされ､スパイラル方式の葛礎 ･基本

の習得教育の電視の方向性が示された

図1 学力の振り子論争

2 ｢ゆとり｣と ｢学力｣の間で学力観が揺

れ動く理由

一般に､｢ゆとり｣と ｢学力｣のどちらが大

g]かと言って､両者を対立軸で論談するニ>が

多い｡｢ゆとり｣は学習者の立場を峠委するも

のであり､これを軽視すれば算数 ･数学教育の

現代化と同じ失敗を練 り返すことが免帳され

る｡算数 ･数学の意欲が低下し､臼分にLl信が

持てない子どもの層が増えている (内側府､平

成12年調寮､rl1分に自信がある｣小学FJ=47郷､

中学/ヒ29.0%)Oこうした状況aTFで は､ゆとり

教膏よりも学力遠視だと言い切れない｡ 万､

加数其健社会化､グローバル化の進展著しい変

動の社会､廃車主義社会をjI胸 杓に/tきる'r-_め

には､確かな学力を身につけることは不日｣､欠で

あり､ゆとり教育の方を並視すべきであるとも

言えない｡

こうした変動a)激 しい社会的用 栗の下､図1

のように学力観が振り子のごとく揺れ動いて

いるDこれは､算数教育のパラダイムを見走Jj)

ることがいかに催 しいかを示しているOいかな

ら/&動の激しい日割七にあっても､学習満である

子ども(7~)lJ-/J.場を軽重しつつ､その時代の社会の

ニ-ズに合った弛かな学力の育成を/flうこと

がいつの時代でも革要であることは間違いな

い｡

3 算数 ･数学教育で本当に育成すべき学力

ロジャーは

｢変動の激 しい時代 にあって､静的な知織

を身につけろことは意味がない｣

と言っている｡同様に､ハッシュバックも､

r守戦で身に付けた知識 ･技能をすべて忘

れ去ってあとに残るのが本当の学力だ｣

と言っている｡両者とも算数で学ぶべき本当の

｢芋力｣の質を問 うている｡

フロイテンタールは

｢学校教育において､子どもたちは習っ

た数学の知識 ･技能を使って数学の問

題を解くことはできる｡しかし､数学

の関越は解けても､日常'-F=ii割こある問

題が､価単な数字を使えば解けるW/堰

を解決できない｣
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と言って､今日の算数 ･数学教育のPpLJ鳳 烹を指

摘している｡フロイデンタールの指摘は､PJSA

調査の数学リテラシーで辞数 ･数学を班会に利

用できないという結果及び全国学力状況調香

で算数 ･数学の知識 ･技能の習得はできていて

も､学習や生活に活用できないという親睦と--

致している｡

簡数 ･数学教育で庄視すべき学力は､何と言

っても思考力である｡パスカルがパンセの中で

｢人間は考える葦である｣と言っている｡他の

動物と違って人(抑よ瞥考力をもっていると言

っている｡言語活動の充実の観点から新しい学

習指導要領では､数学的な思考力 ･判断力 ･表

現力を重視するJb'向が示されているoそして､

数学的思考力､数学的な判断力､数学的な表現

力を三者一体的に捉える必要があると言って

いるo一般に､こうした考えは､それぞれを独

立的な数学的な学力の要素で捉えた土での端

本的な考えとなる｡人掛目ま間塩にLBI面した場合､

剛腹解決に向けてまず､思考する｡次に､いろ

いろ思考した鹿果､どのよう行動すべきかを判

断し､問題解決の方策を決JrJJiするO最後に,也

者や社会に白分の考えを説明していく｡数学的

な思考力､判断)-J､表現力のけLHこは,この順序

で進む時系列的､過程的構造があり,そのコア

をなすのが数学的な思考力である｡

4 活用力育成不十分の要因

PISA調査､全国学力調奄等各種アセスメン ト

が､数学的な思考力 ･判断力 ･表現力が十分育

成されていないという結果報告をしている｡

その要因を､中央教育密談会答申 (2008)で

は､従前の学習指導要領で総合的な学習の時間

が新設にともない､必修教科の算数 ･数学の指

導時数の削減したため､標司坪旨樽崎数が不足し

て十分な算数 ･数学教育ができなかったためと

結論付けている｡短絡的な結論である.ゆとり

教育では､変動の社会に対応するため､ミニマ

ムエッセンシャルなhL乱を習得し､それを活用

する思考力を育成すれば問題がないという考

えU)下､ゆとり教育が推進され11 30%の指導

内容を縮減するためにスパイラルを虜止し､教

える知識を少なくし､ゆとりをもってしっかり

考えさせる思考力屋規の教育を実施 してきた.

しかし､全国学力状況調査のB問題の結果が示

す通り､数竿的な思考力の育jJRは進まなかった.

新しい学習指導要衝では､習得と探究を活用で

つなぐ新 しい教育が推奨され､数学的な思考

力 ･判断力 ･表現力の育成が強調されている｡

私は､なぜ､思考ノ｣が育成できなかったのか

要田を分析しないまま､単に牒畔指導時数を増

やし､スパイラルを復活させれば済む剛題では

ないと考える｡スパイラルカリキュラムの算数

教育にどのように取り組むべきかが喫緊の腺

腫であると考えている0

5 スパイラルカリキュラムの功罪

(1) スパイラル廃止の算数 ･数学教育のカ

リキュラムと成掛下位層の増加

､ド成10年告示の ｢ゆとり教育｣では､30%

の指事内容が縮減さたた 算数 ･数学の指導内

容を大幅に縮減できたのけ,スパイラル廃止を

実施したからであるb指導内容を30%縮減した

ことは,算数 ･数学嫌いの児童 ･生徒には､好

ましいと考える人もいた ｡ しかしながら､界

数 ･数学嫌いの児童 ･生徒のためになっていな

かった｡なぜなら､PISA調査 (2006)等で

は F位周の増加を指摘しているからである｡学

習指噂要領が30%縮減し､算数的猫勤 ･数学的

活動を通して意欲を喚起し､基礎 ･基本を碓実

に習得させることを期した改訂であった｡

しかし､ゆとり教育では,皮肉にも､妓低基

準である数止や固形の概念 ･原理等を習得でき

ていない下位眉の子どもや自分の考え記述し､

説明できない子どもが増えたのである｡

下イiil酉瑚加の壁因は､

･履修主義の算数 ･数字教育

･スパイラル廃止

･指卿 奇数の削減

等が考えられる｡私は,履修主産教育やスパイ
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ラル廃止の要医が大きいと考えているD

(2) スパイラル方式のカリキュラムの

メリットとデメリット

算数 ･数学教育のか ノキュラムがスパイラル

構造になっている掛合とそうでない場合U)違

いを分析 ･比椴する｡

例えば､平成7-E･20年iij･示の学習指導要纏

における分数指苛のカリキュラムと平成10年

告示の学習指導要領における分数指導のカリ

キュラムを比較するO前者はス/マイラル方式の

カリキュラムであり､後者はそうなっていないL,

表 1 分数指導のカリキュラム

'ド使*,1三 tl/.破 10il ーfF-畑20咋

崩2}ご一一Ji ･珊liiJ亡分数

苅 ･1以 卜の 駄分 ll丁目.'U)正分

3 敬の衣Jtl 肺 コ 汝の如出 船 や

乍 等分した おおき 笥/I)したおおさ

て十 さ) さ)

･17miな 分 数V) ･伸一iii亡分散の

加 減 )]l淑

顎 ･ 1を越 え る分 ･分数iSdrと ･lを也え7/JJ

4JLLJ.卜午 塵 e).II-.記 (Lk分 ･榊分仕分:ii(の 散の.R証 (仮分

那 ,) 加肺 )&S)

･】を招える同分 ･Lを唱える阿分

枠分敬の))l一棟 牡～渦 のJ月槻

前 一向分致 ･僻分数 ･桝分取

5JlニトドfIこ ･親分陣政の)JH ･馬分f滑 のJJr1

捕 雑

苅 ･//}攻の無駄 汁 ･児Jr)1柑 枚の ･分敦の蝦 計上Il

表 1の通り､分数指導のカリキュラムを比較

すると､平成元年告示の学習指導要領で托､第

3単年から順次､分数の概念や分数U)計算の意

味及び計算の仕方はスパイラルに指導されて

きているOところが､平成 10年告示の学習指

導要領では､分数の概念は第4学年で錐中指導

し､分数の計算の意味と仕方は第6学年で班中

指尊するものになっていた｡

分数の意味や計算の仕方が分かっていない､

働 牢していない下位同の子 どもが増えた娘大

の要EIは､スパイラル雌什のカリキュラムにあ

ると考えられる｡例えば､分数の概念指導は､

第 3学年では1未満の分数を測定と個連付け

て端数や等分 した大きさを分数で表 し､1を超

える分数は第4学年で繰り返し､発展的に指 導

されてきたoこのスパイラル方式の分数街導の

よさは､第3学年で分数の雷味が十分瑚 牢でき

ていなかった子どもに学びl丘しの機会が与え

られる点である｡

冊単な同分際分数の加減計弟は､計算o)習熟

に日を布われやすいが､指導の目的は､計算指

導にあるのではなく､分数の数構成の理解に主

眼を怖くものであるOこれに関しても平成 10

早告示の学習指導垂領では第411芋年 に特化し

て手軒韓するものになっていたが､平成7-LI年のス

パイラル方式の学習指導要領では､第3年から

第4学年に繰り返し発展仁伽こ指導するカリキ

ュラムになっていた.単数の苦手な 日立屑の子

どもには､学びし良しの機会があるスパイラル方

式が最適であると思われるDy-.解ノJに憧れ､進

んでいる児掛 こは､学び血Lを必要としないの

で､スパイラル方式廃止の分数カリキュラムで

指導された万が最適であると考えられる｡学習

摘草内容を30%縮減したゆとり教育では､学習

指導零細は最低基経という方針が示された｡公

教育ではどの子どもにも確かな学力を形成す

ることが塵発であり､下位層が増える状況は故

帝すべきであるOゆとり教育は､本当はゆとり

を保証しないで､第 6学年で分数の匹l則計井を

一気に指導するカリキュラムであっTL 異分母

分数の加僻 十算 ･分数の乗除計節の意味及び計
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第の什方について集中指導するOこうしたスパ

イラル焼lLの算数 ･数学のカリキュラムは､進

んでいる子どもには指導効率のよいカリキュ

ラムである｡

しかし､遅れがちな子どもには､理解しなけ

ればならない学習内容が多く､つまずいても学

び直しの携会もなく学習が先に進められる｡そ

の結果､確実に分数の計舞の意味や計罪の｢ヒ方

を十分に習得できない子どもが脚えたものと

思われる｡

袈2 スパイラルのメリット･デメリット

進んだ7-どt, 遅れがち/I:1.ども

スパイラル 偲ノブがあるのに同 繰り出し学軌こよ

カリキユラ じ指鞘内零が確り り､1ち礎.鵜本の搬

ム 返されるので食欲がなくなる⊃ 鑑をBlりやすい

乱沖型カリ 倍カを発糾 して敬 -度つよすくと嘗

キユラム 学的な考えを伸ば てn rLができず､店

6 新スパイラル方式の分数概念の指導カリ

キュラムとその特徴

平成20年告示の学習指埠要領では､新 しいス

パイラル方式の算数 ･数学のカリキュラムにな

った｡分徴については､以下のスパイラル方式

の分数概念指導のカリキュラムによって行わ

れることになった｡

黄3 分数枚念の指導のカリキュラム

学年 桁導71和

節2/lY二年 A(1)

オ 1/2,I/4など肺qiな分牧につい

て知ること_.

第3竿隼A(6)分敏の鮒 し方について邪

できるようにすること〔

T 等分した大きさ や 姓政の大きさをR

すのに分政を用いる二と.また､分故の

讃し方について知ること

イ 分敗は､1糾tt分数のいくつ分かで

射せることを知る二と

[外政的は軌

イ ′ト汝や分散を且持物.し礼 怨托掛を

用いて衣し､大きさを比べる括牡

節Jや鞍 A(6)分1ねこついての厨猿を薙めるととも

に､(以下甘略)

ア 愉LLilL牡丹について､大きさの等しい

分鋤(あることに甘口する∧

耶5学rF A(4)分故についての埋僻を疾Al)71)とと

もに､(以下珊 )

ア 解放及Uレト敬を分故の形にlTtLたり､

分散を小牧で虚したりすること

イ 脚 )除法の虚柴は､分数を恥 ､ると

衝に1つの攻として軒 ｢ことができ

ることを卿 ~ること

ウ 1つの分軟の分子及び分tiJにrf.Jじ軟

を乗除してできる分軌 よ 元の分数と岡

じ大きさをRナことを棚 すること

エ 分散の相当及び大/N=ついて考え､大

平成20年告示のスパイラル方式の学習指

導要領は､平成元年告示の学習指導要領に戻し

た観があるが､同じではなく､類似点と相違点

があるD中成元年告示の学習指導要領との類似

しているスパイラルは､次の点である.

･邦37年で1心邦の分散を取り扱い､1以上は節4

早年で取り根 うこと.

･大きさの等しい分数については､那4早年で飾恥な

場合を取r)扱い､郡5学埠で.-一般化十ること.

一 方 ､ T''･成 元年告示 の 学 習 指 導 要 領 との 相

違 点 は ､ 次 の 2点で あ る ｡

･ 耶2年咋で析帆な分政を取 り扱 うこ L･

第3学年-で rriillr分散の幾つ分｣を瓢司しているニ

ト

7 薪スパイラル方式の分数指導のカリキ

ラムの研究課題

(1) 第2学年の ｢簡単な分数｣

平成20年告示の学習指導要領では第2学
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年から分数を取り扱うようになっ/㌔

A 欲と計葬､(1)

オ 】/2,1/4など簡単な分数につい

て知ること｡

ゆとり教育の平成10年告示の学習指数

要領では第4学年から分数を取り扱う場合

に比べると､かなり早期の分数の*.人である｡

① 第2学年の分数指導の位置づけ

第2学年で取り扱う r簡単な分数｣の位置づ

日については､小学校学習指導零細解説､算数

緬には ｢分数についての基礎となる素地的な学

部吉勅を行い､分数の意味を実感的に働 窄でき

るようにする｣ことがねらいとなっている｡す

なわち､前半には､分数の素地指導がねらいで

あるとし､後半には分数の意味の実感的卿 靭ミ

ねらいでk)ると/i-,-している｡

(塾 記号化､抽象化へ急ぎ過ぎの分数指導

分数の窮地白催 験とは､具体物を ｢半分_に

して2等分の大きさを作る活動､さらに､それ

を半分にして4等分の人ききを作る活軌がこ

れに当たる｡等分した大きさを作る活軌 よ､分

数の娼地経験として不可欠な信助である｡3等

分する基礎振作は､難しいとして第3学年に位

鮮づけたものと思われる｡従って､2等分した

大きさや4等分した大きさは､等分する活動の

中でも特殊である｡間腺 ま､特殊な場合にもか

かわらず､これらについて1/2,I/4と2

つの#_数の組で表記することになっている点

である｡｢分数の意味について実感的理解させ

ること｣をねらいにして取り上げているが､｢分

数U-)昔味｣とは何かが問われる｡第217年の分

数托､いわゆる ｢分割分数｣を取り扱う｡具体

物を半分にして1-'1分の大きさを作り､｢2つに

等分した1つ分｣を ｢二分の1 といい､それ

を ｢1/2｣と記号的に裁現しても､数として

の分数を理解したことにはならない｡それは､

具体物のl/2であって､汝としての分数の意

味ではないからである｡特殊なIli:例で分数炎記

することを求めるのは､記引ヒを急ぎすぎてい

ると考える｡グィゴツキーは､言廉や記号で思

考すること以前の追要な思考段階として ｢道i=t

的思考｣を指摘している.ヴィゴツキーの理論

を適用すれば､具体物で半分の大きさを作り､

2等分すること､さらに､半分の半分を作り､

4等分の大きさを作る活動そのものに､重要な

,LLlr1.号活動があると考えられるO分数を押解する

ための素地的なメタ認知活動としては､正方形､

長方形の紙で半分､半分の半分作りをすること

が重要であるが､第2号年の子どもには､大人

が考えているほど簡単な思考活動ではない｡

<-lf.方形の半分作り>

□ ⇒□□』〈長方形の半分>

⊂コ⇒□[=] ヒ ゝ

図2 2等分する算数的活動

対角線を折り目にして半分を作ることに着

想することは実験授選の結果､たやすいことで

はないことが分かっている｡

中原は､ブルーナ-の記号的把握段階を､言

葉で行う埠合と記号を使う堤合は潮 佳してい

ると考え､両者を区別している｡中原の理論に

従って考えると､分数虚現するという1易合､次

の2つがある｡

第1段階 言柴で口頭表現

第2段階 数や記号をつかって表現

こ こでは､第1段階の吉弟を使って口頭で分

数表現するよさを指導することを想定して､以

下論述する｡

子どもに､2等分した大きさを ｢半分｣と来

現するのと ｢同じように2つに分けた1つ分｣

という言い方の､どちらが/})かり分かりやすい

かと調奄した｡結果は､r半分｣という言葉を

使った表現の方がよいという十どもが多い｡

r半分の半分｣の場合も同じである08等分を

取り頼った段階で､｢半分の半分の半分｣とい
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うよりも ｢8つに同じように分けた1つ分の方が

｢簡単｣とやっと少数の子どもが分数的炎現の

よさに気づく様相を見せたJ

記号を使って1/2､1/4という分数表現

するようになっているが､どのように指導すれ

ば実感的理解が生まれるのだろうか｡その指導

は簡単ではないと思う｡

N=34

∫.V分｣という音 同じように粒つか

薬を妊つたE,現が に分けた1つ分と

上い 繁多とした方がよい

2等分した大きさ 34 (人) 0 (人)

4等分した大きさ 34 0

8等分した大きさ 28 6

｢半分｣｢｢半分の半分｣など2等分､∠l等分

した大きさの発展として3等分する場合があ

る03等分は第3学年で取り扱う,｢半分｣｢半

分の半分｣､さらに ｢半分の半分の半分｣とい

う言薬を使った表現よりも､｢同じように幾つ

に分けた 1つ分｣という分数に結びつく滋現

は､3等分した大きさを取り壊うことで実感的

に分かるものと考える｡それは､3等分した大

きさは ｢半分｣という言葉を使って表現でき

ないという危機的場面にたたせ､分数表現のよ

さを実感的に理 解させることのできる承う歯な

場面だからである｡

抽象的な分数牧舎の形成においでは､一般に

ブルーナ-の ｢行動的把握)｢映像的把握｣｢記

号的把握Jの理論によって指導される｡

O ｢行動的把握｣の段階

具体物の ｢半分｣r半分の半分｣をつくる

活動を通して2等分､4等分した大きさを行

動的に理解する段階

O｢映像的把握｣の段階

具体物の岡､テープ図等をみて映像的に2

等分､4等分した大きさを理解する段階

Or記号的把握｣

言葉で｢同じように蝕つかの分けた1つ分｣

とH頭で表現し､さらに､2つの整数の組

で1/2.1/4と数字で表して記号的

に分数を理解する段階)

第2学年の前単な分数の意図は r分数の表地

的な経鮫 ｣である｡｢半分｣｢半分の半分｣を作

るなどの等分するする満軌を分数指導の束地

的なfX･動として位置づけることは妥当性､適時

性があると考えるOしかしながら､2つ(-/)雅数

の組で1/2,1/4と表現する指導は記号化､

抽象化を急ぎ過ぎの観がある｡

(2)分割分数と量分数のギャップをどのよう

に橋渡しするのか

第2学年で取り扱う分数は､分割分数である｡

任意の基準丑の等分した大きさを分数で表す｡

例えば､どんな大きさのリンゴであっても2

等分した大きさは､リンゴの大小にかかわらず､

1/2なのである｡従前は､基準株が任意の場

合､その大きさが異なるのに同じ1/2で表す

と混乱するという水道方式の人たちからの批

判があり､取り扱いをやめた経純がある｡

それなのに､なぜか新しい指導要領では分1[;lJ

分数を取り扱うことが復活し､しかも､2つの

整数の組で抽象的､記'E=l･的に分数表記させるよ

うになっfL 問掛 ま､抽象的､記号机に表記さ

せることだけではない､分割分数から丑分数へ

どのように移行指導すればよいかも､大きな課

煙である｡

第3学年では復活した分割分数を発展させて､

丑分数を取り扱うO星分数は､ 1m､ ILとい

った普遍砲を基準椛として､それを等分した大

きさを表すものであるO見分数は､基ftWll(が啓

遍なものとし､基準丑を1と捉えさせること唖

が重壁である｡

ギャップ

量としての分数

図3 分割分数とIa･分数のギャップ
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図3のギャップを解消するため､分利分数か

らIitとしての分数へ､どのように移行指導すれ

ばよいかを笑iiEut-Jに検証することが大切であ

ると考えるo

(3)丑分数から数としての分数-の移行

%'3学年では､量分数から数としての分数

に碓展的に移行するC

ギャップ

匝 〕-=〇としての分数

図4 伺分数と数としての分数のギャップ

例えば､2/3mという分数は､次のような捉

え万がある｡

01mを3等分した大きさの2つ

01/3mの2つ分

前者は､鞄分数であり､ 卜記の学習指導要領

のアの指導]‡項に関する取り扱いである｡

ア 等分した大きさや端数の大きさを表すの

に分数を用いること｡また､分牧の鹿し

方について知ること

後者は数としての分数であり､今回とりたて

て指掛 項として示されたイの内容である｡

イ /)Jt数は､ 朝生/分敏のいくつ分かで表せる

ことを知ること

第3乍年で1を超える分数を取り扱ってよいと考

える人がいる｡この取り扱いは､''7t分数から敬と

しての分数へ移行できていなければ､この学?･耶ま

瓜立しない04/3rnという大きさは､ilt分数の

概念のカテゴリーでは説明がつかないからである｡

すなわち､1mを3等分した場合､｢1つ分J｢2つ分｣

｢3つ分｣は存在しても､｢4つ分Iは存在しない

からである｡このように杭分数から数としての分

数へ移行する過掛 ま遠い道のりがある.

どのように丑分数から教としての分数-移行す

ればよいかを実証敵に取り組んだ研究はほとんど

見当たらない｡

8 結語

算数 ･数学教育のカリキュラムがスパイラル

方式に変史された｡スパイラル方式の算数教育

のカリキュラムは､一般に､繰 り返し学習が行

われるため､ー卜位周 の子どもの分数概念の形成

に有効に機能するものと考えられる｡

ここで注意をすべきことは､単に､ス/くイラ

ルを同じ指導内容を繰 り返 し指導すると考え

ている人がある｡誤解であるっスパイラルは､

同じ内容を取り扱 うのではなく､既習解境を基

礎にして進化 ･発展的に数学的思考させなけれ

ば意味がないのである｡

第2学年で簡単な分数といって1/2,1/

4といった表記まで取り扱 うようになってい

るが､下記の3つの段階のうちの第1職階の指導

であり､第3学年では､筒としての分数へ進化

発展するように指導する必要がある｡

第1段階 分割分数

第2段階 抗としての分数

第3段階 数としての分数

図5 分数枚念の形成段階

分数の概念形成において､上記の3つのステ

ップを単組 こ直線的に移行 し､進化するもので

はないと考える｡相互に往復 しながら次の段階

に移行するもの考える｡

数としての分数

Ja･としての分数

どのよう布過程を通してこの3つの段階を漸

次移行 して数としての分数概念を形成 してい

くのかを実証的に研究することが､分数放念の

形成の研究場 であると考える｡
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